
(57)【要約】

【課題】　回路の接続によって発生するインピーダンス

に起因する電源電圧の電圧降下の影響を防止しつつ被検

査体を検査することが可能な検査回路を実現する。

【解決手段】　電源回路Ｅは正電源電圧ＶＤＤと負電源

電圧ＶＳＳとを出力すると、電流計Ｋ１及びＫ２の内部

抵抗と電源ラインの配線抵抗とにより、ドライバＤには

ＶＤＤ及びＶＳＳ間の差分電圧よりも電圧降下された電

源電圧が供給される。一方、タイミング発生回路Ｔはハ

ルス状の信号を発生する。この信号に基づき、レベルシ

フト回路２が駆動信号を所定の電圧ＶＤＤ－ＳとＶＳＳ

－Ｓとに切り替える。電圧ＶＤＤ－Ｓ及びＶＳＳ－Ｓは

、電圧降下された電源電圧ＶＤＤ及びＶＳＳよりも絶対

値が低いため、駆動信号の信号レベルが電源電圧を超え

ることによって起こる、装置の誤動作を防止することが

できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ 対 の 電 源 端 子 に 印 加 さ れ た 電 源 電 圧 に よ り 駆 動 さ れ て 制 御 信 号 に 対 応 し た 動 作 を 行 う
電 子 回 路 に 接 続 さ れ 、 該 電 子 回 路 の 特 性 を 検 査 す る 検 査 回 路 で あ っ て 、
　 電 源 回 路 か ら 第 １ の 電 圧 と 該 第 １ の 電 圧 よ り も 高 い 第 ２ の 電 圧 と が 印 加 さ れ る １ 対 の 入
力 端 子 と 、
　 前 記 入 力 端 子 の 一 方 と 前 記 電 源 端 子 の 一 方 と の 間 に 電 源 ラ イ ン を 介 し て 接 続 さ れ 、 該 電
子 回 路 に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 測 定 部 と 、
　 前 記 入 力 端 子 の 他 方 と 前 記 電 源 端 子 の 他 方 と を 接 続 す る 電 源 接 続 手 段 と 、
　 前 記 １ 対 の 入 力 端 子 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 制 御 信 号 を 生 成 し て 前 記 電 子 回 路 に 与 え る 制 御
回 路 と を 備 え 、
　 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 測 定 部 及 び 前 記 電 源 ラ イ ン に 前 記 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 発 生 す
る 電 圧 降 下 の 分 前 記 第 １ の 電 圧 よ り も 高 い 電 圧 と 、 前 記 電 源 接 続 手 段 に 該 電 流 が 流 れ る こ
と に よ り 発 生 す る 電 圧 降 下 の 分 前 記 第 ２ の 電 圧 よ り も 低 い 電 圧 と の 間 の 電 圧 値 を と る 前 記
制 御 信 号 を 生 成 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 検 査 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ の 電 圧 と 前 記 第 ２ の 電 圧 と の 間 を 分 圧 し た 第 ３ の 電 圧 及 び 第
４ の 電 圧 を 生 成 し 、 該 第 ３ の 電 圧 と 第 ４ の 電 圧 と を 信 号 レ ベ ル と す る 二 値 の 前 記 制 御 信 号
を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 検 査 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 源 接 続 手 段 は 、 前 記 入 力 端 子 の 他 方 と 前 記 電 源 端 子 の 他 方 と の 間 に 第 ２ の 電 源 ラ
イ ン を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 電 子 回 路 に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 第 ２ の 測 定 部 を 備 え る こ と
、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 検 査 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 子 回 路 は 、 ド ラ イ バ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 検 査 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 子 回 路 は 、 液 晶 素 子 を 駆 動 す る ド ラ イ バ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 検 査 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 装 置 の 特 性 を 検 査 す る た め の 検 査 回 路 に 関 し 、 特 に 液 晶 表 示 装 置 の 消 費
電 流 を 測 定 す る た め の 検 査 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 や ノ ー ト パ ソ コ ン 等 に 用 い る 表 示 用 デ バ イ ス と し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル が 用 い ら
れ て い る 。 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 パ ネ ル に 接 続 さ れ た ド ラ イ バ や 基 板 等 と 組 み 合 わ さ れ て 液
晶 モ ジ ュ ー ル と い う 形 で 製 品 化 さ れ て い る 。 液 晶 モ ジ ュ ー ル は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 需 要 の
拡 大 に 伴 い 、 ま す ま す 高 精 細 で 高 品 質 な も の が 求 め ら れ て い る 。 そ の た め 、 液 晶 モ ジ ュ ー
ル の 特 性 を 検 査 す る た め の 様 々 な 方 法 が 考 え ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う し た 液 晶 モ ジ ュ ー ル の 検 査 方 法 の う ち 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル の 消 費 電 流 を 測 定 す る 方 法
と し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 電 源 回 路 Ｅ と タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ と に 接 続 さ れ た 検 査 回 路 を
形 成 し 、 電 源 回 路 Ｅ と 液 晶 モ ジ ュ ー ル の ド ラ イ バ Ｄ と を 接 続 す る 配 線 （ 電 源 ラ イ ン ） に 電
流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ を 接 続 す る こ と に よ っ て 電 流 を 測 定 す る 手 法 が 一 般 的 に 用 い ら れ て い る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 ４ に 示 す よ う な 検 査 回 路 で は 、 電 源 回 路 Ｅ と 被 測 定 体 （ 液 晶 モ ジ ュ
ー ル ） の ド ラ イ バ Ｄ と の 間 に 電 流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ を 接 続 し て 、 測 定 を 行 う 。 こ の た め 、 電
源 回 路 Ｅ と ド ラ イ バ Ｄ と の 間 に は 、 電 流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ の 内 部 抵 抗 分 の イ ン ピ ー ダ ン ス が
介 在 す る こ と に な る 。 ま た 、 電 源 回 路 Ｅ と ド ラ イ バ Ｄ と を 接 続 す る 電 源 ラ イ ン の 配 線 抵 抗
に よ っ て も 、 そ の イ ン ピ ー ダ ン ス が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 源 回 路 Ｅ は 、 正 電 源 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ と 負 電 源 電 圧 Ｖ Ｓ Ｓ と を 、 ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 す る 。 し
か し 、 前 述 し た 電 流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ と 電 源 ラ イ ン の 配 線 抵 抗 と に よ り 発 生 す る イ ン ピ ー ダ
ン ス の た め 電 圧 降 下 が 起 こ り 、 実 際 に ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 圧 は 、 図 ５ に 示 す よ う に
、 そ の 電 圧 降 下 分 だ け 電 圧 の 絶 対 値 が 低 い も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ が ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 す る 駆 動 信 号 Ｐ （ 駆 動 波 形 Ｐ ） は 、 図
示 の 通 り 、 正 電 源 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ と 負 電 源 電 圧 Ｖ Ｓ Ｓ と を ピ ー ク に 持 つ 、 パ ル ス 信 号 で あ る 。
ま た 、 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ と ド ラ イ バ Ｄ と の 接 続 ラ イ ン で は 、 ド ラ イ バ Ｄ と の 接 続 部 分
（ 信 号 の 入 力 部 分 ） の 抵 抗 値 が 高 い た め 、 接 続 ラ イ ン 上 で の 電 圧 降 下 が 発 生 し な い 。 し た
が っ て 、 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ か ら の 駆 動 信 号 の ピ ー ク 電 圧 の 絶 対 値 が 、 前 述 し た 電 圧 降
下 の 影 響 を 受 け た 電 源 電 圧 の 絶 対 値 を 超 え る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 ド ラ イ バ Ｄ に は 過
大 な 駆 動 信 号 が 供 給 さ れ 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル が ラ ッ チ ア ッ プ や 誤 動 作 を 起 こ し た り 、 時 に は
破 壊 さ れ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 回 路 の 接 続 に よ っ て 発 生 す る イ ン ピ
ー ダ ン ス に 起 因 す る 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 の 影 響 を 防 止 し つ つ 被 検 査 体 を 検 査 す る こ と が 可
能 な 検 査 回 路 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に 係 る 検 査 回 路 は 、
　 １ 対 の 電 源 端 子 に 印 加 さ れ た 電 源 電 圧 に よ り 駆 動 さ れ て 制 御 信 号 に 対 応 し た 動 作 を 行 う
電 子 回 路 に 接 続 さ れ 、 該 電 子 回 路 の 特 性 を 検 査 す る 検 査 回 路 で あ っ て 、
　 電 源 回 路 か ら 第 １ の 電 圧 と 該 第 １ の 電 圧 よ り も 高 い 第 ２ の 電 圧 と が 印 加 さ れ る １ 対 の 入
力 端 子 と 、
　 前 記 入 力 端 子 の 一 方 と 前 記 電 源 端 子 の 一 方 と の 間 に 電 源 ラ イ ン を 介 し て 接 続 さ れ 、 該 電
子 回 路 に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 測 定 部 と 、
　 前 記 入 力 端 子 の 他 方 と 前 記 電 源 端 子 の 他 方 と を 接 続 す る 電 源 接 続 手 段 と 、
　 前 記 １ 対 の 入 力 端 子 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 制 御 信 号 を 生 成 し て 前 記 電 子 回 路 に 与 え る 制 御
回 路 と を 備 え 、
　 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 測 定 部 及 び 前 記 電 源 ラ イ ン に 前 記 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 発 生 す
る 電 圧 降 下 の 分 前 記 第 １ の 電 圧 よ り も 高 い 電 圧 と 、 前 記 電 源 接 続 手 段 に 該 電 流 が 流 れ る こ
と に よ り 発 生 す る 電 圧 降 下 の 分 前 記 第 ２ の 電 圧 よ り も 低 い 電 圧 と の 間 の 電 圧 値 を と る 前 記
制 御 信 号 を 生 成 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 検 査 回 路 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ の 電 圧 と 前 記 第 ２ の 電 圧 と の 間 を 分 圧 し た 第 ３ の 電 圧
及 び 第 ４ の 電 圧 を 生 成 し 、 該 第 ３ の 電 圧 と 第 ４ の 電 圧 と を 信 号 レ ベ ル と す る 二 値 の 前 記 制
御 信 号 を 生 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 電 源 接 続 手 段 は 、 前 記 入 力 端 子 の 他 方 と 前 記 電 源 端 子 の 他 方 と の 間 に 第 ２ の
電 源 ラ イ ン を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 電 子 回 路 に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 第 ２ の 測 定 部 を 備 え
て も よ い 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-291972 A 2005.10.20



【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 電 子 回 路 は 、 ド ラ イ バ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 電 子 回 路 は 、 液 晶 素 子 を 駆 動 す る ド ラ イ バ で あ っ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 回 路 の 接 続 に よ っ て 発 生 す る イ ン ピ ー ダ ン ス に 起 因 す る 電 源 電 圧 の 電
圧 降 下 の 影 響 を 防 止 し つ つ 被 検 査 体 を 検 査 す る こ と が 可 能 な 検 査 回 路 を 実 現 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 モ ジ ュ ー ル 検 査 回 路 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 レ ベ ル シ フ
ト 回 路 ２ と 、 電 流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ と か ら 構 成 さ れ 、 電 源 回 路 Ｅ と 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル Ｍ （ 被
検 査 体 ） の 駆 動 ド ラ イ バ で あ る ド ラ イ バ Ｄ と に 接 続 さ れ る 。 レ ベ ル シ フ ト 回 路 ２ 内 に は ア
ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ が 設 け ら れ 、 該 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ に は 、 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ か ら 所
定 の パ ル ス 信 号 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 レ ベ ル シ フ ト 回 路 ２ は 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 及 び Ｒ ３ と 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ と 、 そ れ ら を
接 続 す る 配 線 と か ら 構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 及 び Ｒ ３ は 、 そ れ ぞ れ 同 一 の 抵
抗 値 を 有 す る 抵 抗 で あ り 、 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 レ ベ ル シ フ ト 回 路 ２ は 、 電 源 回 路 Ｅ と
ド ラ イ バ Ｄ と に 接 続 さ れ 、 ま た ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ を 介 し て タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ と 接 続
さ れ て い る 。 尚 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ は 、 ト ラ ン ジ ス タ 等 の 素 子 か ら 構 成 さ れ る 半 導 体 ス
イ ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ は 、 電 源 回 路 Ｅ と ド ラ イ バ Ｄ と を 接 続 す る 配 線 （ 電 源 ラ イ ン ） に 挿
入 さ れ て お り 、 電 源 ラ イ ン に 流 れ る 電 流 値 を 測 定 す る 。 ま た 、 電 流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ は 、 所
定 の 内 部 抵 抗 （ イ ン ピ ー ダ ン ス ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 源 回 路 Ｅ は 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル Ｍ の 電 源 と し て 動 作 す る 回 路 で あ り 、 正 電 源 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ
と 負 電 源 電 圧 Ｖ Ｓ Ｓ と を ド ラ イ バ Ｄ に 提 供 す る 。 尚 、 電 源 回 路 Ｅ と ド ラ イ バ Ｄ と を 接 続 す
る 配 線 （ 電 源 ラ イ ン ） 上 に は 配 線 抵 抗 Ｒ が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ は 、 一 定 の 周 期 を 持 つ パ ル ス 信 号 を 発 生 し て ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ
に 与 え る 回 路 で あ り 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ か ら 所 定 の 駆 動 波 形 Ｐ を 持 つ 駆 動 信 号 （ 制 御 信
号 ） を ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 抵 抗 Ｒ １ は 正 電 源 ラ イ ン Ｌ １ に 接 続 さ れ 、 抵 抗 Ｒ ３ は 負 電 源 ラ イ ン
Ｌ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 正 電 源 ラ イ ン Ｌ １ は 電 源 回 路 Ｅ の 正 電 源 端 子 （ 図 示 せ ず
） と ド ラ イ バ Ｄ と を 接 続 す る 配 線 で あ り 、 負 電 源 ラ イ ン Ｌ ４ は 電 源 回 路 Ｅ の 負 電 源 端 子 （
図 示 せ ず ） と ド ラ イ バ Ｄ と を 接 続 す る 配 線 で あ る 。 尚 、 正 電 源 ラ イ ン Ｌ １ と 負 電 源 ラ イ ン
Ｌ ２ と は 、 所 定 の 配 線 抵 抗 （ イ ン ピ ー ダ ン ス ） を 有 し て い る 。 ま た 、 抵 抗 Ｒ １ 及 び Ｒ ２ は
分 圧 ラ イ ン Ｌ ２ に 接 続 さ れ 、 抵 抗 Ｒ ２ 及 び Ｒ ３ は 分 圧 ラ イ ン Ｌ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 分 圧
ラ イ ン Ｌ ２ 及 び Ｌ ３ は 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ を 介 し て 信 号 送 信 ラ イ ン Ｌ ５ と 接 続 さ れ て い
る 。 ま た 、 抵 抗 Ｒ １ と 抵 抗 Ｒ ２ と の 間 か ら 分 圧 ラ イ ン Ｌ ２ が 延 伸 し 、 同 様 に 抵 抗 Ｒ ２ と 抵
抗 Ｒ ３ と の 間 か ら 分 圧 ラ イ ン Ｌ ３ が 延 伸 し て 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ を 介 し て 信 号 送 信 ラ イ
ン Ｌ ５ と 接 続 さ れ て い る 。 信 号 送 信 ラ イ ン Ｌ ５ は 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ か ら の 駆 動 信 号 を
ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 す る 配 線 ラ イ ン で あ る 。 信 号 送 信 ラ イ ン Ｌ ５ と ド ラ イ バ Ｄ と の 接 続 部 （
ド ラ イ バ Ｄ の 信 号 入 力 端 子 ） は 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が 高 く 、 こ の た め 信 号 送 信 ラ イ ン Ｌ ５
に は 配 線 抵 抗 に よ る イ ン ピ ー ダ ン ス が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 前 述 し た 回 路 構 成 に よ り 、 分 圧 ラ イ ン Ｌ ２ の 電 圧 は 、 正 電 源 ラ イ ン Ｌ １ の 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ よ
り も Ｖ Ｒ １ （ 抵 抗 Ｒ １ に よ る 電 圧 降 下 ） の 分 だ け シ フ ト し た 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ － Ｓ と な る 。 ま た
、 分 圧 ラ イ ン Ｌ ３ の 電 圧 は 負 電 源 ラ イ ン Ｌ ４ の 電 圧 Ｖ Ｓ Ｓ よ り も Ｖ Ｒ ３ （ 抵 抗 Ｒ ３ に よ る
電 圧 降 下 ） の 分 だ け シ フ ト し た 電 圧 Ｖ Ｓ Ｓ － Ｓ と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ Ｓ を 介 し て 分 圧 ラ イ ン
Ｌ ２ 又 は 分 圧 ラ イ ン Ｌ ３ と 接 続 さ れ る 。 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ か ら の パ ル ス 信 号 で ア ナ ロ
グ ス イ ッ チ Ｓ が 切 り 替 わ る こ と に よ り 、 信 号 送 信 ラ イ ン Ｌ ５ の 電 圧 は Ｖ Ｄ Ｄ － Ｓ と Ｖ Ｓ Ｓ
－ Ｓ と に 周 期 的 に 切 り 替 わ る （ レ ベ ル シ フ ト さ れ る ） 。 し た が っ て 、 信 号 送 信 ラ イ ン Ｌ ５
を 伝 わ っ て ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 さ れ る 駆 動 信 号 の 駆 動 波 形 Ｐ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 電 圧 Ｖ
Ｄ Ｄ － Ｓ と Ｖ Ｓ Ｓ － Ｓ と を ピ ー ク と す る 波 形 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 電 源 回 路 Ｅ か ら ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 は 、 電 流 計 Ｋ １ 及 び Ｋ ２ の イ ン
ピ ー ダ ン ス と 、 正 電 源 ラ イ ン Ｌ １ 及 び 負 電 源 ラ イ ン Ｌ ４ の イ ン ピ ー ダ ン ス と に よ り 、 電 圧
Ｖ Ｄ Ｄ 及 び Ｖ Ｓ Ｓ よ り も 若 干 電 圧 降 下 し た も の と な る 。 し か し 、 抵 抗 Ｒ １ 及 び Ｒ ３ の 抵 抗
値 を 調 整 し 、 前 述 し た 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ ル （ ピ ー ク 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ － Ｓ と Ｖ Ｓ Ｓ － Ｓ ） と を
、 電 圧 降 下 後 の 電 源 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ 及 び Ｖ Ｓ Ｓ よ り も 波 形 レ ベ ル （ 電 圧 の 絶 対 値 ） の 小 さ な も
の と す る こ と に よ り 、 駆 動 信 号 の 駆 動 波 形 Ｐ の ピ ー ク が 電 源 電 圧 を 超 え る こ と に よ る ド ラ
イ バ の ラ ッ チ ア ッ プ や 破 壊 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 尚 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 で 示 し た も の に 限 定 さ れ ず 、 様 々 な 変 形 及 び 応 用 が 可 能 で あ
る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 及 び Ｒ ３ を 接 続 し て 電 源 電 圧 を 分 圧 し 、
駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ ル を 低 下 さ せ た が 、 そ の 方 法 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 既 存 の 減 衰
装 置 等 を 接 続 し て 駆 動 信 号 を 減 衰 さ せ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 電 源 回 路 Ｅ が 供 給 す る 電 源 電 圧 は 正 の 電 源 電 圧 （ Ｖ Ｄ Ｄ ） と
負 の 電 源 電 圧 （ Ｖ Ｓ Ｓ ） で あ る と し た が 、 こ の 「 正 負 」 は 絶 対 的 な 電 位 と し て の 正 負 を 意
味 す る も の で は な く 、 電 圧 の 基 準 値 を ど こ に 取 る か に よ っ て 変 化 す る 相 対 的 な 概 念 で あ る
。 例 え ば 、 Ｖ Ｄ Ｄ ＝ ５ Ｖ 、 Ｖ Ｓ Ｓ ＝ ０ Ｖ （ Ｇ Ｎ Ｄ レ ベ ル ） の よ う に 、 相 対 的 に 高 い 電 位 と
低 い 電 位 と を 有 す る も の で あ れ ば 、 こ れ ら を 正 の 電 源 電 圧 、 負 の 電 源 電 圧 と み な す こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 電 源 回 路 Ｅ や タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ 等 の 各 回 路 に つ い て の 詳 細
な 回 路 構 成 を 明 記 し て い な い が 、 こ れ ら は そ れ ぞ れ の 役 割 を 果 た す 構 成 を 有 す る も の で あ
れ ば よ い 。 す な わ ち 、 電 源 回 路 Ｅ は 所 定 の 正 電 源 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ と 負 電 源 電 圧 Ｖ Ｓ Ｓ と を ド ラ
イ バ Ｄ に 供 給 し 、 タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 Ｔ は 所 定 の 駆 動 信 号 を ド ラ イ バ Ｄ に 供 給 す る も の で
あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 被 検 査 体 と し て 用 い た が 、 こ れ に 限 定 さ れ
ず 、 様 々 な 電 子 装 置 を 被 検 査 体 と し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 検 査 回 路 を 応 用 す る こ と が 可
能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 検 査 回 路 と 液 晶 モ ジ ュ ー ル と が 接 続 さ れ た 際 の 回 路 構 成 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 検 査 回 路 の 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 検 査 回 路 の 電 源 電 圧 と 駆 動 信 号 の 信 号 波 形 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 液 晶 モ ジ ュ ー ル 検 査 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 検 査 回 路 の 電 源 電 圧 と 駆 動 信 号 の 信 号 波 形 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ・ ・ ・ 液 晶 モ ジ ュ ー ル 検 査 回 路 、 ２ ・ ・ ・ レ ベ ル シ フ ト 回 路 、 Ｅ ・ ・ ・ 電 源 回 路 、 Ｔ
・ ・ ・ タ イ ミ ン グ 発 生 回 路 、 Ｍ ・ ・ ・ 液 晶 モ ジ ュ ー ル 、 Ｄ ・ ・ ・ ド ラ イ バ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(7) JP 2005-291972 A 2005.10.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

